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８０年代は「地方の時代」「地域主義の時代」だ

といわれている。このような発想が生れた社会的

背景を私はつぎのように考えている。明治以降の

日本資本主義の発展は近代化の名において，「巨

大主義」「画一化」を追い求めてきたが，戦後の

高度成長期において，それは頂点に達した。国民

の巨大なエネルギーの中央への吸い上げは，権力

の中央集権化を一段と高めたが，こうして強化さ

れた中央集権制による国民的エネルギーの上から

の活用は，地方の停滞と崩壊をもたらし，こうし

た過程のくり返しの中で，地域問題が顕在化し，

60年代後半にいたり，各地で住民運動が一挙に噴

出するにいたった。だが地域問題はただ公害問題

や環境問題，あるいは過密・過疎問題に限られる

ものではなかった。長い歴史と伝統の中で形成さ

れたこれらの地域の政治・経済・社会・文化・生
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｢地方の時代」の大学附属図書館

夫図書館長星島

活の諸側面における独自性と地域住民の主体性と

白羊件の喪失もまた，重大な地域問題であった。

このことへの反省が中央集権主義への批判とな

り，「地方の時代｣，その思想的表現としての「地

域主義」への期待を呼びおこしたのである。

ところで，「地方の時・代｣が語られるとき，それ

はただ，地域の政治的・経済的自立性の重視に終

らず，その文化的独自性を強調していることに注

意を向ける必要があろう。地域主義論を精力的に

展開している玉野井芳郎氏は「地域主義」を「地

域に生きる生活者たちが，その自然・歴史・風土

を背景に，その地域社会または地域の共同体にた

いする一体感をもち，経済的自主性をふまえて，

承ずからの政治的・行政的自律性と文化的独自性

を追求することをいう」（『地域主義の思想」農山

漁村文化協会昭和54年,１９頁)と定義している。
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‘では，地域における「文化的独自性」を追求す

る場合，どのようなことが問題となるであろう

か。この点について，地域主義論者から納得のい

く説明を聞くことができないので，私見を述べて

ゑたい。衣〆食・住を中心とする生活の画一化．
均一化が大幅に進行するなかでシ地域における生

活文化の独自性が失われつつあることは周知の事

実であるｏしかしこの問題は事実の指摘にとど

め,論を前に進めたい。６０年代の後半から深まっ

てきた経済的危機は文化や道徳の面にまで影響を

広げ，そのために，生きがいのある人生とはなに

か，人間らしい生活はどのようなものかという問

いが投げかけられるようになった。このことは，

人間の生活にとって文化とはなにか，という根本

問題がいま，あらためて問われているということ

である。いいかえれば，文化的生活の人間らし

さ，生活の人間的質とのかかわりで，文化の問題

をとりあげることの必要性が生じているというこ

とである。

もともと,「生活の質」は耐久消費財の普及度

によってはかられるものではなく，家族や地域社

会での人間関係のなかで，どれほど「人間的なも

の」が感じられ，人間的共感が保たれているかに

よってきまるものである。人問的なふれあいが感

じられる地域社会において，人はより豊かな生活

を見出し，より優れた人格を形成することができ

るｏそして地域社会において，人間的共感が深ま

り,広がることによって，地域住民は自己自身と

生活の質を変革することができ，その積承重ねの

上に，地域に独自な文化の継承と創造が保障され

るのである。しかも地域社会には，人間的共感を

深め，広げる契機は無数に存在するのであるが，

これらの契機を生かし，地域に独自の文化を高め

うるかどうかは，地域住民の一人ひとりの主体性

一生活に対する姿勢一にかかっているといえよ
う。

ここにいたって，地域の「文化的独自性」の達

成にとっては，地域住民の主体性の確立が不可欠

の要件であることが明らかとなり，「地方の時代」

はまさに,地域住民一人ひとりの「主体性を確立

する時代」を意味するものといえる。しかし「主

体性の確立」を阻む要因が現実には，あまりにも
広く，深く存在し，その実現は容易なものではな
いが，それが民主主義の基本的メルクマールで

､あって承れば，その重視と実現への努力の現代的

意義は大きいといわねばならない。
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さて，地域住民の「主体性の確立」とは，換言

すれば，地域住民が「私的」（private)鰯生活から

「個的｣(individual〕生活に脱皮することであるｏ

この脱皮は当然のことながら，地域共同体の形成

の道程のなかで実現するものである。ここでいう

地域共同体とは，近代市民社会を一度くぐり抜

け，自我と個人的自由を確立し，人権と民主主義

の発展を保障するものであるが，このような地域

共同体においてこそ，地域住民は私生活主義に埋

没することなく，「私的」生活から「個的」生活

への脱皮をはかり，個人としての主体性を確立

し，自分をとりまく社会に能動的に働きかけるよ

うになる。こうして人間的共感を深めることに

よって，地域住民は「主体的人間」に成長するの

であり，また「人間が何ものにも抑えられること

なく，自己の立場で歴史を動かしていこう」とす

る主体性が確立されるのである。このようにぷて

くると，地域住民の主体性の確立こそ，地域の

「文化的独自性」の達成を保障する根源であるこ

とが明白となる。

ところで，地域住民の「個」・主体性の確立を

通しての地域の「文化的独自性」の追求との関連

を抜きにしては，地域社会と図書館とのかかわり

の現代的意義と課題を論ずることはできない。も

ともと，図書館の社会的存在は個としての生活者

の現実的要求から出発したものではなかったの

か｡もしもこの理解が正しいならば，個として

の，したがって主体性をもった生活者の確立なし

には，図書館の真の発展はありえないということ

になる。いいかえれば，地域に住む生活者が個人

の主体性を自覚し，自らの権利として地域におけ

る文化の発展に参加する意欲をもちえない限り，

図書館の地域社会における基盤はいちじるしく不

安定なものにとどまり，その社会的地位を確立す

ることは困難であるということである。まさにこ

の点にこそ，わが国の図書館が欧米諸国に比し，

その社会的地位が低く，かつ不安定である最大の

原因が求められるのではないかと思われる。

「地方の時代」を迎えるにあたり，大学附属図

書館も地域に「開かれた図書館」としての第一歩

を踏承出そうとしている。大学附属図書館は地域

社会のためになにができ，またなにをなさねばな

らないか，その具体的検討に真剣にとりくまねば

ならない時点にきている。ここで忘れてならない

ことは，これまで述べてきたことからもあきらか

なように，地域住民の主体性の確立のために，大
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学附属図書館はいかなる役割を果たしうるのかと

いうもっとも基本的な観点をしっかりとおさえて

おかなければならないということである。もし

も，この基本的観点を抜きにして，安易な姿勢で

具体的検討に入ると，大学附属図書館の閲覧室の

一部を地域住民に開放するといったようなありき

たりの発想しか生れてこない。いまもっとも大切

なことは，個としての生活者の主体性の確立とそ

の人間としての生活要求に対応しうるような公共

図書館の発展のために，大学附属図書館はどのよ

うな協力ができるのか，また逆に，大学附属図書

館がとかく陥りがちな閉鎖性を克服するために，

公共図書館を通して，地域住民からどのような協

力がえられるのか，こうした地域住民・公共図書

館・大学附属図書館の三者間の相互協力の体制を

いかに築き上げるかということである。

本学の附属図書館においても，「大学附属図書

館のあり方を研究する会」（略称「あり方研｣）が

図書館内部の職員の自主的な研究組織として発足

しジ最初に，「地域社会における大学附属図書館」

を研究テーマに選び，夏休承に入っても精力的に

研究を積承重ね，現在にいたっている。この研究

(3)

会で出された多くの貴重な意見はいずれ整理さ

れ，なんらかの形で報告されることになろう。さ

らに研究の一定の成果をふまえて，ただ附属図書

館内部の職員の承でなく，全学の教職員や学生諸

君の参加をえて，大学附属図書館のあり方を全面

的に検討していただけるような研究組織に発展さ

せたいという希望がすでに，その内部から出てい

るｏ

このように，「あり方研」に示されている図書

館で働く職員の真筆で旺盛な研究意欲は，大学附

属図書館がいま，大きな転換点に立っており，そ

のために，その方向を正確に把握することの必要

を痛感していることから生れたものであろう。専

門職を多くかかえる図書館職員の中から，専門の

職務のなかに閉じこもることなく，もっと広い視

野をもって，大学附属図書館のあり方を考えると

いう姿勢が生れつつあるということは，ただ大学

の教育・研究に大きく貢献するの承でなく，「地

方の時代」にふさわしい地域社会に「開かれた図

書館」づくりの主体的条件の形成という点におい

ても，大いに評価しうるところである。

（法文学部教授・経済学）

コンピュータ・地方の時代・大学図書館

９月の連休の朝，のんびり朝刊に目を通してい

ると,「社長がコンピュータをたたく日」との大

見出をつけた，ある経営誌特集号の広告が目を引

いた。現実の社会では，コンピュータを活用でき

ないようでは，企業の経営ができなくなる時代に

移行しつつあるようである。

こうした現実の社会の動きは，経済界にとどま

らず学界にも及んできつつあるといえよう。

特にｊ米英の場合，一見コンピュータとは無縁

に見える法学界においても，ここ数年の間に，法

律関係の情報が急速にデータベース化されてきて

おり，コンピュータ中に蓄積された法律情報を，

コンピュータ端末機を操作して検索調査しなけれ

ば，訴訟や研究を効率よく進めることが不可能な

時代に入りつつある。

専門的な研究ばかりでなく，法学教育について

も，コンピュータを導入し，学生の１人１人が端

末機を操作して学習を進めることにより，各人の

岩 崎一生

能力と修得度に応じた進度で能率よく教育が受け

られるようなプログラムの開発が進められてい

る。目下，小生は，不法行為についての米国製の

プログラムの１例を入手して研究しているが，な

かなか興味深いものである。

近い将来，学部レベルの法学教育はプログラム

化され，学生はコンピュータを相手に学習し，教

師はより効果的なプログラムの開発や専門的研究

に専念できるようになるものと予想される。

こうした動きに対応するため，米国における法

律専門家の全国的組織である米国法曹協会(Aｍｅ‐

ricanBarAssociatioIDは，既に1950年代に科

学・技術部会を設置して機関誌や論文集を発行し

て，コンピュータによる法律情報の処理に関連す

る‘情報を法律専門家に提供して啓蒙活動を行って

いる。小生も同協会国際会員として，その恩恵を

受けているが，有益な情報の提供を受け啓発され

ることが多い。
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日本においては，1976年に｢法とコンピュータ

学会」が発足したばかりである。最近は，日本大

国論が盛んで結構なことではあるが，コンピュー

タによる情報の蓄積・処理の面では，日本は米国

に大きく遅れているのが実情である。コンピュー

タ機器というハードの面では，日米間の格差は解

消されつつあるようであるが，情報の蓄積・利用

というソフトの面では，格差は解消しないばかり

か拡大しつつあるような印象さえ受ける。そうい

うものの，遅ればせながら，今年になって，日本

全国電話のある所であれば，どこからでも，電話

にコンピュータ端末機を接続して，米国のデータ

バンクを呼び出し，それに蓄積されている情報を

活用することが可能になった。

こうした状況に即応して，法文学部では法律教

室と経済教室とが共同でコンピュータ端末機を購

入し，世界最大のデータバンク《《DIALOG”を利

用できる態勢をいち早く整えた。今後は，これを

活用しての成果が期侍されるところである。こう

した動きは，今後，本学内の他学部・学科にも波

及して行くことになろうが，最終的には，本学図

書館がこうしたデータバンク利用のセンターとし

て機能すべきではないかと考える。

目下のところ，《《DIALOG'’の象が利用可能で

あるが，９月８日よりＫ､，.Ｄ、により国際コン

ピュータ。アクセス・サービス（略称ICAS）が

開始された結果，米国内の他のデータバンクの

利用も可能となり，小生の場合収WESTLAW”

《《LEXIS'’等の他の法律関係データバンクを活用

すべく先方と交渉中である。更に，次の段階とし

ては，欧州のＥ､Ｅ､Ｃ・関係データベースの利用

１，考えている。

このように，松山にいながら，先進諸国の最新

の情報を活用しながら研究がでぎる時代になりつ

つある。専門分野についての学識とコンピュータ

を活用する知識と意欲があれば，世界中どこにい

ても，世界に通用する研究が可能となりつつある

ことは，誠に喜ばしいことである。データバンク

とコンピュータが，学問の世界における地方の時

代を可能とする基盤を提供してくれることになっ

たといっても過言ではないように思う。

そして，学問の世界における地方の時代を支え

るのが，データベース利用のセンターとしての役

割を果しうる大学図書館であろう。従来，情報は

主として図書・雑誌という印刷物の形をしていた

が，今後は急速に，コンピュータにより処理可能

な形のものに移行しつつある。コンピュータによ

るデータベースの利用を契機として，大学図書館

は図書館から脱皮して情報センターとなるべき新

しい時代を迎えつつあるように思う。本学図書館

が，こうした時代の動向に即応して情報センター

として拡充されることを期待したい。

他方，こうした状況は，学者の研究業績に対す

る評価を一段と厳しくすることにもなろう。世界

中の最新の情報が利用できる状態にありながら，

世界的に通用するような研究業績が出てこない者

は落伍して行くことにもなろう。コンピュータに

より'情報の中央独占が打破され，地方にあって

も，世界的に通用する研究ができる時代になりつ

つあることを嬉しく思う一方，今後の研究につい

て考えるとき身の引締まる思いのする昨今であ

る｡（法文学部助教授・法学）

昭和55年度大学図書館職員長期研修に参加して

昭和55年度大学図書館職員長期研修は，文部

省及び東京学芸大学の主催により，北は北海道大

学から南は熊本大学まで国公私立大学と高等専門

学校，合せて３６名が参加して８月４から２１日ま

での間行われた。今回の研修目的は「大学におけ

る，研究活動の急速な進展に伴い，大学図書館が

図書資料を通じ学術情報を，利用者に迅速かつ的

確に供給することの重要性がますます高まってい

る。このため，大学図書館は，利用者の高度な要

閲覧係松田 実

求に即応した情報提供体制を整備する必要があ

り，また図書館職員は，学術鯵情報にかかわる諸情

勢の発展，知識・技術の開発の現状について習得

しておく必要がある｡」ということで，この趣旨

のもとで各講義がなされた。

この中で２，３関心の強かったものについて感

想等を述べてゑたい。今年のメインテーマは昨年

の研修でも中間報告の段階でとり上げられた「今

後における学術'情報システムの在り方について」

ダダーー、
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（学術審議会より５５年１月２９日答申）であった

ように思われる。これについて，文部省国際学術

局情報図書館課の専門員による講義がなされたｄ

答申の内容については各先輩方の解説がなされて

おり,こ上で述べるまでもないので，文部省の

「情報システム」に対する今後の計画をお伝えす

るｏまず昭和56年度は｢学術情報センター」の創

設準備予算の計上,及び建築設計を行う。５７年度

はソフトウェアの開発,及び建物付帯工事を行う。

58年度は前年に引続きソブトウェアの開発,及び

建物仕上工事を行う。59年度はプログラムシステ

ムテストを終え，仕上工事を完了し,１０月に事業

を開始する。

以上のような計画が立てられているようであ

る。組織は西ドイツにおける分散型をどり入れ，

全国'3ブロックに各センターをもうける地域セン

ター方式で，各館に端末を置く方式が考えられて

おり，中枢センターの予定地は竹橋の一橋講堂の

後地(4,500㎡）で，定員は50名前後と考えられ

ているｏこのような具体的な動きに

対して本学の図書館においても，図

うが，やはり計画的な資料収集がいかに大切であ

るかを痛感した。．

『た筑波大学での講義及び見学は２泊３日で，全員

が研修センターに泊り込んでの合宿であった。筑

波大学附属図書館・図書館情報大学共に最新の設

備ｑ機器をとり入れ，また館員も優秀な方/々で実

にうらやましく感じた。研修センターでの夜の

ミーティング(？)で皆と語り合い，また，お国自

‘漫の民謡などもとび出し，一同親交を深めること

ができたことは，今後の業務の上にも大いに役立

つことと思う。冷夏のなか全員無事受講できたの

も，お世話下さった方々のお蔭と心から感謝しつ

つ，私の報告を終えたい。

最後に研修の主要講義題目等を附記する。

１.大学図書館総説２学術‘情報システムと大学

図書館３.図書館業務の改善４.参考業務（図書

館における二次情報サービス）５.その他６.特

別講演７.見学

学術情報システム概念図

書館業務のシステム化，機械化の構

想をたて，その動きに対応できるよ

うにしておかなければならないだろ

うと感じた。なお，学内の関係者の

ご参考までに学術‘情報システムの概

念図を紹介する。（右図参照）

；参考業務に関する講義と演習は４

日間行われた。人文・社会科学系は

東京学芸大学と一橋大学の２会場

で，参考業務の実務担当者である田

沢・大橋両講師の熱心な指導のもと

で行われた。演習内容は問題が与え

られ解答し発表するという形式であ

り，我が図書館にはない教育関係の

二次資料，ＥＲＩＣのRIE,ＣＩＪＥ及

び社会科学関係のＣRIS,ＩＢＺ等を

使用して行い，私のように参考業務

を実際に担当していない者にもそれ

なりに成果があり大変有意義であっ

た。演習を終えてあらためて感じた

ことは，参考業務を行う上で，優秀

な人材を養成することはむろん大切

だが，それ以上にＴｏＯｌの必要性を

強く感じた。すべての分野の資料を

とりそろえるわけにはゆかないだろ

I篭

地 ０アータベー
ス
且
傘
″

曲〃

､鵬＆
中柚セゾター

、

.〃

ノ

／

ノ

『Ｗ厨#8）

〆１１研乳竃、

一一一通個向陳による情慨検蟻用燭末機との連鰭

一一通侭回腺によるヨソピさ一夕間の連総

一一一一一通侭回臓によるファクシミリの連輸（将来）

一・一・一郵送・撤送等による関係
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武智文庫について

万葉集の研究家として知られる，本学名誉教授

武智雅一氏は，現在もお元気で研究に取組んでお

られますが，昭和41年から45年まで附属図書館

長をなさったご縁もあって，このほど蔵書の一部

を図書館にご寄贈下さいました。図書館ではこれ

を「武智文庫」として利用に供することにしまし

た。

資料は書庫内の一角に「武智文庫」としてまと

めて排架されていますが，検索用としてのカード

目録は，著者名・書名・分類のそれ旨ぞれのカード

の中に「武智文庫」と表示して組承込まれている

ほか，閲覧係事務室内に書名カード目録がありま

すので，それらをご利用下さい。

主な資料は氏の研究分野である万葉集関係が中

心で,現在は図書1,700余冊,雑誌15種類があり

ますが，今後徐々に氏の全蔵書が寄贈される予定

で，貴重な資料が大ぜいの人に利用されることに

なります。

紺綬褒賞の受賞にあたって

去る８月２１日,附属図書館長室で私は事務長か

ら－館長不在のため－紺綬褒賞，賞状ならびに五

三の桐の紋の入った台付き木杯を渡された。

まさか私が紺綬褒賞を受けようとは夢にも思わ

なかったのであるが，理由は私が蔵書を図書館に

寄贈したためであった。妻の生前われわれ老人２

人でよく話しあったことであるが，４人の子供

(1男，３女）の中私の学問的後継者は１人もいな

いから，蔵書の中子供らの欲しいというもの－た

とえば美術書，小説一などはそれぞれに譲り，後

は長年お世話になった図書館に一括寄贈すること

にしよう。古本屋に売ればいくらかの金額になる

であろうが，長年かかって集めた本を古本屋に

売って，然かもそれが誰の手に渡るかわからず散

り散りになるのはいやであるし，古本屋に売らな

くても，われわれ２人の生活は何とか出来るから

図書館に寄贈しておけば保存はして貰えるし，又

利用もして貰えることであり，あれが見たい，こ

れが見たいと思えば足腰の立つ間は見にも行ける

からと，お互いに納得して寄贈した次第であるｏ

はからずも昨年４月に妻に死別，－台所の事は

全然駄目な－私は今更後妻を貰う年でもあるまい

武智雅一

し，（勿論来てくれるような人もあるまい）幸い

松山市にいる娘２人に面倒を見て貰うことにな

り，４０余年住承馴れた高浜に未練を残しながら，

千舟町のマンションに引きこすことになったので

あるが，マンションにはとても蔵書全部を入れる

ことは出来ないので，私が生きている間は必要と

思われる本はマンションへ，他は全部図書館の事

務の方々に手伝って貰って図書館へ運んで貰った

のであるが，いざマンションに運んで見ると多す

ぎたので整理して，又何度か図書館へ運んで貰っ

たのである。その見積りが相当な金額なので，大

学の計らいで褒賞受賞の手続きをとり，その結果

この度の受賞となったということを聞き，さよう

なことには全然無頓着な私には全く思いがけない

ことであった。

マンションの蔵書も不要になればつぎつぎ寄贈

の積りでいるので，いろいろお世話になった方々

に今後のこともよろしくお願いする次第である。

受賞に当って何か書けとのこと，いたし方なく

受賞することになったことの次第を記して責を果

すこととする。
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全国共同利用外国図書（大型コレクション）の紹介

るようになった資料は下記のとおりです。資料名

の後に（※）印のあるものは内容明細が当館に届

いているものです。利用方法等については参考調

査係にお申し出下さい。

文部省では昭和53年度から，全国国立大学図

書館間の共同利用を目的とした「大型コレクショ

ン」を購入する特別予算を配分しています。現在

までに予算を配分された大学で購入し，利用出来

スヴァーリン・コレクション

東京水産

(※）

。チャレンジヤ 一号探倹記

資 料名 資料名大学名大学名

熊本

レクション

東京商船 九州芸術工
科

東京芸術

橋

金沢

名古屋

｡フランス経済学コレクション

。フランス法律判例コレクション（※）

･フランス官報及び議事録

･ハンサード英国両院本会議録

･インド立法関係史料集

･コロンビア大学教育学叢書（※）

･イタリア誌史（※）

･ドイツ帝国議会議事録（※）

･フランス国会議事録（※）

･ロシア帝国議会議事録（※）

･英国議会資料シリーズ（※）

･台湾国立中央図書館善本漢籍（※）

｡米国教育情報センター資料（※）

･アメリカ政府所蔵日本国政府外交文書

（※）

･中国方志叢書（※）

･ロシア・ソ連で出版された日本関係文

献（※）

･米国議会公聴会記録（※）

。アメリカ主要大学教員養成関係学位論

文集（※）

･ドイツ帝国統計書（※）

･ハンサード英国議会議事録（※）

･米国国勢調査報告書（※）

･戦争と平和に関する文献目録（※）

･ニューヨーク証券取引所上場会社年次

営業報告書（※）

･英国教育史研究資料（※）

･故シャルル・ベラ教授旧蔵書

･ドイツ連邦議会「戦後分」議事録

･ロイド・モーガン教授建築学関係コレ

クション（※）

･英国議会報告書（※）

北海道 。ポリス

奈良教育

東京外国語

｡18世紀ロシア研究叢書

･英．独．仏語によるソ連・東欧研究コ

レクション

･ドイツ法政史・実定法関係コレクショ

ン（※）

｡フランス革命期刊行文書および研究コ

レクション（※）

｡経済学コレクション

･ハンサード英国議会討論報告

･米国政府刊行物・識会議事録

･英国古書集

･全米判例集

｡,9世紀ロシア・ソビエト研究（※）

･心理学．精神病学書コレクション

･ドイツ帝国統計害（※）

･ドイツ議会議事録ならびに議会資料

（※）

･マザラン誌コレクション

･アラブ文化．アラブ学研究コレクショ

ン

。ﾌ１－－ストラリア総合法令集・判例集体

系（連邦・各州）

･インドネシア関係文献マイクロフィッ

シュ

･アラビア現代史聯}（※）

･ブラジルコレクション（※）

・ドイツ教育学集書

･音楽学位論文集（※）

。「キャラバンマリタイムブックス」．

九州

愛知教育

京都

小樽商科

前

北

弘
東

東京学芸

|福岡

福
筑
埼
千

川

教育

香

◎
。

，
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

山
鳥

岡
広

島
波
玉 神戸

東

Ｏ
Ｏ
Ｉ
‐
葉
京
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図書・雑誌の流れ

図書館では，図書および雑誌を受入の段階で下

記の４種類に分けて業務を行っています。

以下購入されてから利用に供するまでの図書・

雑誌の流れを，現在行っている方法で示しまし

たｄなお，これは購入の方法を中心にしてありま

すので，詳しいことはそれぞれの係にお尋ね下さ

い◎，

ａ研究用図書

閲
覧
係

…
一

一
洲
臓
鑑
払
箇
月
分
一
括

弥
爾
諦
〆

一
舶
鯛
州
餓

［
脹
剖
郡
叫
部
匙
洲
畿
繍
繍

に
一Lil

書
庫

訓

納
品
検
収

直
接
図
書
館

受
入
係

へ
記
帳

へ
返
却
印

受
入
係

受
入
係

教
官

閲
覧
係

受
入
係
へ

末
日
頃
に

店

検
収
・
支
払

納
品

捺
印
図
書
保
管
簿
へ
返
却
印

返
却

ｂ学生用図書

面Iil
排
架詞

店官

罰

出
版
社
へ
発
注

随
時
購
入
申
込

各
学
部
会
計
係

四
月
に
契
約
・
前
金
払

三
月
に
価
格
決
定

前
年
度
十
月
中
旬
予
約

書 受
入
係

ｃ外国雑誌

へ
記
帳
．

。国内雑誌

捺
印
雑
誌
送
付
簿
へ
返
却
印

返
却

発
注

図
書
館
長
の
決
裁

検
収
・
支
払

納
品

閲
覧
係

低
い
図
書

指
定
解
除
・
利
用
度
の

店

教
官

書
推
薦
依

書
庫

‐
一
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ⅷ
‐
‐

弼
型
窪
屋
睡

Ｎ
書受

入
係雑

配
園
ピ

ュ
コ
ヨ

書教

顎

一
に:に

受
入
係



昭和54年度附属図書館統計

蔵書冊数

区分 本館 医学部分館農学部分館 計

和漢書 327,414 18,839 50,208 396,461

洋書 102,974 19.020 11,428 133,422

計 4Ｈ()_Ｈ卜 37,859 61,636 529,883

雑誌種類数
一一一

|里
７fI-lx誌

欧文誌

計

４万

３万

本館 医学部分館農学部分館 計

3,704 454 1,515 5,673

1,827 727 562 3,116

〕7７１８－７８９棚｜’・皿'2,07718,7891

増加冊数と

研究用貸出

脳

８万

７万

６万

５万

増加冊数

区分 本館 医学部分館

和漢書 21,500 1,455

洋書 6,748 1,930

|計’ §－２４$28,248 3,385

館外貸出冊数・人数

区分 本館 医学部分館

冊数 56,066 12,335

人数 33,060 8,551

(9)

農学部分館 計

2,071 25,026

315 8,998

34,0192,3868６１３４.Ｃ

農学部分館 計

8,199 76,600

5,246 46,857

(研究用貸出は除く）

２万 ４万 学外文献複写

1万

６

５

４

３

年度５１５２５３５４

本館開架室備付冊数
と館外貸出冊数

11卜劉

３万

０

５千

４千

３千

２千

学外文献複写
依頼件数

１

１

1

零

’
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図書館委員会委員

図書館長星島一夫（昭57.3.31）

医学部分館長四宮孝昭（昭57.9.30）

農学部分館長徳増智（昭57.10.31）

法文学部美山靖（昭５６．３２３１）

司馬田一雄（昭57.3.31）

教育学部影山昇（昭56.3.31）

、白方勝（昭57.3.31）
．予

理学部桃井斉（昭56.3.31）

新屋均（昭57.3.31）

医学部平井和光（昭56.3.31）

工学部谷垣禎一（昭56.3.31）

村上善一（昭57.3.31）

農学部稲岡恵（昭57.3.31）

教養部山本篤司（昭56.3.31）

横田俊昭（昭57.3.31）

事務局長高岡盛男

○特別図書の購入

文部省より昭和54年度特別図書購入費の配分

を受け，下記の資料を購入しましたのでご利用下

さい。＝

正倉院文書〔写真複製〕

○絵画の寄贈

本学学生(教育学部中学校教員養成課程４回生）

岡本久美子さんから「ＡＳＵＫＡ」と題した自作の

絵画の寄贈があり，２階ロビーに展示していま

す。

○愛媛大学記念文庫について

昭和55年３月から昭和55年９月までの間にご

寄贈いただいた図書は下記のとおりです。

源氏物語読書会（白方勝）

源氏こぼれ草１５
・参・.、

４，泉道

･-‐伊予の説話資料の研零鱗大明堂’980

美山靖

春雨物語書初機嫌海新潮社198O

越智政雄

算数・数学科指導法の現代化

青葉図書１９７４

高橋信之

比較俳句論序説青葉図書１９８０

高橋信之

句集水煙－高橋信之句集一

いたどり発行所１９７８

若林秀泰

ミカン農業の展開構造明文書房１９８０

○学生希望図書について

昭和55年３月から昭和55年９月までに購入し

利用出来るようになっている学生希望図書は下記

のとおりです。

ｏ演習行政法上ウ下（演習法律学大系３）

山田幸男他編青林書院新社１９７９

･半導体物性

電気学会通信教育会編電気学会１９７９

･ハーパー生化学原著１７版

Ｈ､Ａ・ハーパー箸丸善１９８０

ｏマンウォッチング人間の行動学

デズモンド・モリス著小学館198'）

ｏＰＡＳＣＡＬプログラミング

米田信夫他著サイエンスライブラリ1980

。生化学データブック１～２

日本生化学会編東京化学同人１９７９

ｏ逐条概説民事執行法

浦野雄幸著商事法務研究会１９７９

．トーマス・マン全集２～５，７，９～１３

新潮社1974～1979

ｏ吉田秀和全集１１～１３

白水社1977,1979

愛媛大学附属図書館報「図書館だより」

第１０号昭和55年11月１日発行
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